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公益財団法人ＫＩＥＲ経済研究財団 

令和６年度 定時評議員会議事録 

 
１．日 時 令和６年６月２６日（水） ９時４５分～１０時１０分 
２．場 所 京都大学経済研究所本館１階会議室 

（京都市左京区吉田本町） 
３．評議員総数及び定足数  総数 ３名、定足数 ２名 
４．出席評議員数 ２名 

  （出 席 者） 関口 格、夏目啓二 
  （監事出席） 西村和雄、小佐野広 
  （理事出席） 三野和雄理事長、八木匡 
出席者は、Ｗｅｂ会議システム「Ｚｏｏｍミーティング」により参加した。 

５．議  案 
審議事項 第１号議案 令和５年度事業報告及び決算報告（案）について 
     第２号議案 役員（評議員、理事および監事）候補者の推薦に 

ついて 
       
 報告事項 １．研究助成の選考について 
      ２．顧問候補者の推薦について 
      ３．臨時評議員会の招集等について 
      ４．規程の改正について 
      ５．その他 
          
６．会議の概要 
   三野理事長から、議長について、定款第２３条の規定に基づき、出席し

た評議員の中から選出する旨説明があり、その結果、関口評議員が議長と

なった。続いて、議長から評議員総数３名中２名が出席であり、開催要件

の過半数である定足数を充足していることを確認、本評議員会の成立を宣

し、議案の審議に移った。 
 

（審議事項） 
第１号議案 令和５年度事業報告及び決算報告（案）について 

   事務局から、資料 1－１、１－２に基づき、令和５年度事業報告及び 

決算報告（案）について説明があり、審議の結果、原案どおり出席評議

員全員一致で可決した。 
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第２号議案 役員（評議員、理事および監事）候補者の推薦について 

議長から、役員（評議員、理事および監事）の任期について、評議員につ

いては、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評

議員会の終結の時までとなっていること、理事および監事については、選任後

２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結

の時までとなっていることの説明があり、役員（評議員、理事および監事）の

任期は令和６年６月の定時評議員会までとなる旨説明があった。 
現役員、三野和雄理事、八木匡理事、徳永昌弘理事、土居潤子理事、桃田朗

理事、小佐野広監事、西村和雄監事、再任いただく、大川昌幸、夏目啓二、関

口格の後任に堀一三、細川孝、西山慶彦、新候補者となる旨説明があり、審議

の結果、原案どおり出席評議員全員一致で可決した。資料２ 
再任理事：三野和雄、八木匡、徳永昌弘、土居潤子、桃田朗 
再任監事：小佐野広、西村和雄 
新任評議員：堀一三、細川孝、西山慶彦 
 

（報告事項） 

１．研究助成の選考について 
   議長から、令和６年度研究助成の公募について、研究プロジェクト助成

４件、シンポジウム助成２件の応募があったこと、研究助成選考委員会を

開催し選考を行った結果、資料３の研究支援・助成事業採択一覧のとおり、

理事会において了承された旨報告があった。 
 

２．顧問候補者の推薦について 
   議長から、顧問候補者の推薦について、引き続き、吉田顧問及び出田

顧問に再任願うことが、令和６年６月に開催した第１回通常理事会にお

いて了承された旨報告があった。 
 
３．臨時評議員会の招集等について 
   議長から、令和６年度の臨時評議員会及び第２回通常理事会は２～３月

に開催予定であること、また、令和７年度事業計画及び収支予算（案）、

財産運用の経過報告及び投資方針書（案）、令和７年度研究助成に関する

実施要項（案）、令和７年度研究助成選考委員会委員の選任、定時評議員

会の招集等について附議予定であること、その他関係法令、定款、規則等

に定める事項について議題を追加する場合があること、開催日時について

は、日程調整のうえ、開催１週間前までにお知らせする予定であることの

報告があった。 
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４．規程の改正について 

議長から、内閣府の立入検査時に指摘された、財団の規程について改

正する必要がある旨説明があり、資料４－１～４－３のとおり「印章管理

規程」「研究助成規程」「旅費規程」の改正をする旨説明がされた、審議の

結果、原案どおり理事会において了承された旨報告があった。 
 
５．その他 
（１） 令和 6 年度事業計画及び収支予算等の提出について 
  事務局から、資料 5 のとおり、昨年度の臨時評議員会等において、審議・

了承された令和 6 年度事業計画、収支予算書、資金調達及び設備投資の見

込みを記載した書類について、内閣府へ提出した旨報告があった。 

 
（２）経済研究所の現状について 

京都大学経済研究所所長から、経済研究所の現状について報告があった。 
 
以上により、本日のＷｅｂ会議システムを用いた評議員会は、議事を終了し

たので、議長は閉会を宣した。 
 

令和６年６月２６日  
 

                 議長  関口 格 


